
 
第 50 回国立大学法人筑波大学学長選考会議議事録 

 

１ 日 時 令和 3年 12 月 21 日（水） 16 時 00 分～17 時 20 分 

 

２ 会 場 学士会館 320 室（東京都千代田区神田錦町 3-28） 

 

３ 出席者 河田悌一、伊井忠義、工藤智規、齋藤 康、花井陳雄、室伏きみ子、 

池田 潤、井田仁康、太田 圭、関根久雄、歳森 敦、西保 岳、服部利明、 

溝上智惠子、吉瀬章子、金保安則、加藤和彦、原  晃 

 

４ 議 題 

(1) 前回議事録の確認について 

(2) 学長の業績評価結果について 

(3) 国立大学法人法改正に向けた対応状況について 

(4) その他 

 

５ 配付資料 

(1) 第 49 回学長選考会議議事録（案）---------------------------------------〔資料 1〕 

(2) 国立大学法人筑波大学長の業績評価結果（案）----------------------------〔資料 2〕 

(3) 教育研究評議会における学長選考会議の学内委員選出方法の検討結果 

について（報告）------------------------------------------------------〔資料 3〕 

(4) 学長選考会議及び監事の牽制機能強化に係る改正事項への対応について ----〔資料 4〕 

 

６ 議 事 

(1) 前回議事録の確認について 

    資料 1に基づき、議長から、説明があり、原案どおり承認された。 

  

(2) 学長の業績評価結果について 

議長から、資料 2 に基づき、前回の学長選考会議における学長の業績評価のための対話を

踏まえた業績評価結果（案）について、各委員への意見照会の結果、一部字句を修正したい

旨説明があり、確認の結果、修正を反映して大学基幹サイトにて公表することとなった。 

 

(3) 国立大学法人法改正に向けた対応状況について 

(i)教育研究評議会における学長選考会議の学内委員選出方法の検討結果について 

資料 3 に基づき、教育研究評議会に設置された「学長選考会議の学内委員選出方法検討委

員会」委員長である加藤委員から、審議結果として、選出方法案について報告があった。 

この結果について、種々意見交換がなされ、複数の委員から、この選出方法案では、学内

委員に大学全体の管理運営状況を把握している理事・副学長が含まれない可能性があり、学

長の業績評価や選考の際に、法人の経営状況や学長の業務の進捗に関する理解を踏まえた議

論をすることが難しくなることが想定され、今後、学長選考会議の機能を果たす上で支障を



来す恐れがあるのではないかとの懸念が示された。 

これについて、学長選考会議としては、今回の教育研究評議会における審議結果を尊重す

るが、選出方法の実施にあたっては、前記のような懸念が学外委員から示された旨を教育研

究評議会に伝えることとなった。 

 

(ii)学長選考会議及び監事の牽制機能強化に係る改正事項への対応について 

   議長から、資料 4 に基づき説明があり、委員から、学長選考・監察会議の名称について、

規則上の表記を略称等にすることについて、提案があった。 

また、学長選考・監察会議へ監事から報告があった場合の手続きについて、職務上の不正

行為以外についての取扱いについても整理すべきである旨の意見があり、規則案作成にあた

って確認することとなった。 

 

(4) その他 

事務局から、次回は 1 月 24 日（月）の経営協議会終了後に開催予定であり、引き続き国立

大学法人法の改正への対応について具体の規則案をもとに意見交換を行う予定であることに

ついて、説明があった。 

 

以上 


